
語
オ
ン
リ
ー
の
「English Cafe

」

な
ど
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生

が
交
流
す
る
場
も
設
け
て
い
る
。

文
化
交
流
や
語
学
学
習
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
大
学
に
お
け

る
語
学
教
育
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
型

で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
学
習

者
が
中
心
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

の
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｌ
Ｃ
で
は

こ
れ
か
ら
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
の
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と

齊
藤
氏
は
話
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
化
が
進
む

国
際
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部

こ
れ
ま
で
同
大
学
の
「
全
学

的
国
際
化
」
推
進
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
た
ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
に
も
、

昨
年
大
き
な
変
化
が
訪
れ
た
。

契
機
は
22
年
秋
か
ら
の
留
学
生

の
入
国
規
制
緩
和
だ
。

「
留
学
生
の
来
日
が
可
能
に

な
り
、
対
面
式
の
授
業
が
本
格

的
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
教
室

や
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
学
生
寮
で
、

な
学
び
が
得
ら
れ
る
に
違
い
な

い
。「

た
だ
し
」
と
齊
藤
氏
は
加

え
る
。「
学
び
の
場
を
用
意
す

る
だ
け
で
は
、
学
生
は
な
か
な

か
参
加
し
ま
せ
ん
。『
学
び
た

い
』
と
思
え
る
仕
組
み
も
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
考
案
し
た

の
が
、『
Ｙ
Ｇ
Ｕ
グ
ロ
ー
バ
ル
・

エ
キ
ス
パ
ー
ト
認
定
』（
以
下

グ
ロ
エ
キ
）
制
度
で
す
」。

グ
ロ
エ
キ
制
度
は
22
年
度
に

始
ま
っ
た
も
の
で
、
大
学
が
提

供
す
る
該
当
科
目
の
履
修
、
イ

ベ
ン
ト
・
正
課
外
活
動
へ
の
参

加
、
語
学
試
験
、
留
学
な
ど
に

参
加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
、
累
積
獲
得
ポ
イ
ン

ト
が
一
定
以
上
に
な
る
と
表
彰

さ
れ
、
報
奨
金
も
も
ら
え
る
と

い
う
。

Ｇ
Ｌ
Ｃ
で
は
日
本
語
オ
ン

リ
ー
の
「Japanese Cafe

」、
英

や
正
課
外
活
動
で
、
対
話
を
通

じ
て
互
い
の
言
語
や
文
化
を
学

び
合
い
、
新
た
な
視
点
や
考
え

方
を
育
む
機
会
を
提
供
す
る
の

が
本
学
の
国
際
共
修
で
す
」
と

齊
藤
氏
は
紹
介
す
る
。

具
体
的
な
科
目
群
と
し
て
は
、

語
学（
英
語
、日
本
語
、中
国
語
）

と
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
を
用
い
た

国
際
共
修
を
２
本
柱
と
し
、「
国

際
共
修
入
門
」「
異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
国
際
文
化

交
流
」「
海
外
文
化
研
修
」
な

ど
30
科
目
以
上
が
用
意
さ
れ
る
。

留
学
生
を
含
め
、
多
様
な
背
景

を
持
つ
人
た
ち
と
母
語
や
母
語

以
外
の
言
語
で
目
的
に
応
じ
た

意
思
疎
通
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
が
狙
い
だ
。

齊
藤
氏
は
「
留
学
生
と
日
本

人
学
生
が
同
じ
教
室
で
学
ぶ
だ

け
で
は
国
際
共
修
は
実
現
し
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
各
科
目
で
は

学
生
主
体
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
遂
行
な
ど
、
対
話

を
積
み
重
ね
る
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
」
と

話
す
。ま
さ
に
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
を
生
か
し
た
環

境
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま

科
目
改
編
を
は
じ
め
と
し
、
翌

20
年
度
は
国
際
共
修
科
目
群
の

整
理
・
体
系
化
、
21
年
度
は
英

語
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
と
、

３
年
に
わ
た
っ
て
語
学
科
目
と

国
際
共
修
科
目
の
教
育
課
程
編

成
を
進
め
て
き
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
同
大
学
に

お
け
る
国
際
共
修
の
考
え
方
だ
。

「
異
な
る
言
語
や
文
化
背
景
を

持
つ
学
生
た
ち
が
、
正
課
科
目

教
育
改
革
を
加
速
さ
せ
る

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
姿
勢
」

「
Ｇ
Ｌ
Ｃ
は
、
本
学
が
掲
げ

る
『
全
学
的
国
際
化
』
の
促
進

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
２
０
１
９

年
４
月
の
発
足
以
来
、
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
を
進
め
て
き
ま
し

た
」
と
語
る
の
は
、
セ
ン
タ
ー

長
の
齊
藤
眞
美
氏
だ
。

Ｇ
Ｌ
Ｃ
は
19
年
度
の
日
本
語

り
、
留
学
を
よ
り
身
近
な
も
の

に
で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

行
き
先
も
ハ
ワ
イ
や
韓
国
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
豊
富
に
そ

ろ
っ
て
お
り
、
希
望
に
沿
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
ら
れ
る
の

も
大
き
な
特
徴
だ
。

「
今
後
も
多
く
の
学
生
、
留

学
生
か
ら
選
ば
れ
る
大
学
で
あ

る
た
め
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
『
全
学
的
国
際
化
』
へ

の
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
齊
藤
氏
が
語
る
よ
う
に
、
同

大
学
の
取
り
組
み
は
よ
り
勢
い

を
増
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

新
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
に
向
け
て
、Ｇ
Ｌ
Ｃ
と
ｉ
Ｃ

Ｌ
Ａ
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
い
く
。

個
人
的
・
社
会
的
な
責
任
感
を

持
ち
、
倫
理
的
・
道
徳
的
な
価

値
判
断
に
基
づ
き
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

育
成
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に

向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

「
全
学
的
国
際
化
」
を
加
速

さ
せ
る
、
新
た
な
取
り
組
み
の

推
進
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
語
学
研
修
や

異
文
化
体
験
を
主
目
的
と
し
た
、

５
日
間
〜
２
週
間
程
度
の
短
期

海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｅ
ｎ

ｊ
ｏ
ｙ
海
外
！
」
渡
航
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
。
学
内
規
程
に
よ
り
最

大
20
万
円
の
支
援
金
制
度
も
あ

現
在
で
は
50
以
上
の
国
と
地

域
か
ら
約
２
４
０
人
の
留
学
生

を
抱
え
、
同
大
学
の
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
を
リ
ー
ド
す
る
ｉ

Ｃ
Ｌ
Ａ
。
今
後
の
学
部
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
ジ
ン
ガ
ン
氏
は

こ
う
話
す
。

「
多
く
の
国
か
ら
留
学
生
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
多
様
な

言
語
や
習
慣
に
触
れ
ら
れ
る
環

境
の
構
築
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
環
境
の
中
で
課
題
解
決

能
力
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
と

い
っ
た
現
代
社
会
に
お
い
て
不

可
欠
な
能
力
を
培
う
こ
と
が
ま

ず
は
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
他
者
と
協
働
・
連
携
し
、

日
本
語
で
授
業
を
受
け
る
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
留
学
に
踏
み
切

れ
な
い
学
生
が
多
く
い
ま
す
。

ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
は
日
本
語
学
習
を

ゼ
ロ
か
ら
始
め
ら
れ
、
な
お
か

つ
英
語
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
学
位
を
取
得
で
き
る
点
が
魅

力
的
だ
と
い
う
学
生
の
声
を
多

く
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
少
人
数

制
で
あ
り
な
が
ら
、
多

文
化
・
多
国
籍
の
仲
間

と
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
豊
富
さ
も
、
ほ
か
で

は
で
き
な
い
経
験
が
で

き
る
と
学
生
た
ち
か
ら

好
評
で
す
」

日
本
人
の
学
生
と
留
学
生
同
士

の
リ
ア
ル
な
交
流
も
再
び
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
内
に
も

従
来
の
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
」と
、学
部
長
の
サ
ン
ジ
ェ

イ
・
ジ
ン
ガ
ン
氏
は
話
す
。

15
年
の
学
部
発
足
以
降
、ｉ

Ｃ
Ｌ
Ａ
は
同
大
学
の
「
全
学
的

国
際
化
」
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
た
。
取
り
組
み

の
核
と
な
る
「
30
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（※

）を
中
心
と
な
っ
て
牽
引
し
、

専
任
教
員
の
約
７
割
が
外
国
人

教
員
、
そ
し
て
学
部
生
の
８
割

を
留
学
生
が
占
め
る
。
こ
れ
だ

け
多
く
の
留
学
生
か
ら
選
ば
れ

る
理
由
と
し
て
、
ジ
ン
ガ
ン
氏

は
日
本
語
学
習
と
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
豊
富
さ
を
挙
げ
る
。

「
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
に
代
表

さ
れ
る
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に

魅
了
さ
れ
、
日
本
留
学
を
希
望

す
る
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
が
、

2015年の国際リベラルアーツ学部（以下iCLA）設立を皮切りに、「全学的国際
化」を掲げ大学全体を横断する抜本的な改革を進めている山梨学院大学。19
年からは、授業をはじめとした国際化教育の推進・改革を行うグローバルラーニ
ングセンター（以下GLC）を設立するなど、その取り組みを加速させている。留
学生をはじめとした学生からも高く支持される改革の現在地とは。iCLAとGLC、
2つの組織の取り組みからひもといていく。
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50カ国以上の留学生と環境を共有し、
多様性を育む空間

「全学的国際化」の
実現に向けた改革を推進
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